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                      トイポスト発刊 40周年に寄せて 

                       一般社団法人日本玩具協会  

特別参与（前専務理事） 津田 博 

 

トイポスト発刊 40周年、おめでとうございます。 

 私は、20周年の頃に、2年半「日本おもちゃ図書館財団」の事務局長として「おもちゃ

の図書館」活動の一端を担わせて頂きました。 

振り返りますと「おもちゃの図書館」の誕生は、まさに時代の要請でした。 

国連が 1981 年を「国際障害者年」と定め、「ノーマライゼーション」という考えが浸

透しました。障害者福祉の機運が一気に高まり、小林るつ子さんが三鷹市で「おもちゃの

図書館」を活発に展開し、それに共感した山科直治氏（㈱バンダイ創業者）が私財を投じ

て「日本おもちゃ図書館財団」を設立、活動を財政面で支えて頂きました。国も、全国社

会福祉協議会が、ボランティアセンターの全国ネットを使って各地の社会福祉協議会に働

きかけ、会場やボランティアの確保に手を差し伸べてくれました。追い風を背に、「おも

ちゃの図書館」は一挙に全国に拡大し、20 周年当時、全国で 500 ほどの「おもちゃの図

書館」が活動していたと記憶しています。 

 

それから更に 20 年が経ち、現在、「インクルーシブ」といった考えも普及してきてい

ます。また、未曽有の少子化を前に、子ども対策の強化が打ち出されています。本年 4 月

に「こども家庭庁」が発足し「こども基本法」が施行されました。障害のある子どもへの

支援も更に充実すると思います。 

障害児への支援が拡充する一方で、目には見えない障害のある子どもが増えていること

が指摘されています。外見からは判りにくいので、周囲の理解を得にくいケースも多いと

思います。施設を使うにも親御さんにとって周囲の目が大きなバリアーですが、「おもち

ゃの図書館」は心理的な敷居が低く、こうした子どもやご家族にとって心休まる居場所に

なっていると思います。「おもちゃの図書館」に求められる役割・貢献は、時代に応じて

変化すると思いますが、新たな社会ニーズを汲み取りながら、「おもちゃの図書館」が更

に発展することを期待しています。 

 

 

 

 

 

おもちゃの図書館 全国情報 
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「三菱電機創立 100周年記念助成金」を活用し、コロナ禍で途絶えた地域の結びつきを回復

できるような事業として「おもちゃ図書館ボランティア地域交流会・研修会」を全国 8か所で

開催しました。 

 

 

☆☆福岡県おもちゃの図書館連絡会    2023年 7月 9日（日） 

数年ぶりに福岡県のおもちゃの図書館の交流会を開催しました。雨により何人位の参加にな

るだろうと気をもんでいましたら、30名定員の部屋にピッタリの 30名の参加には驚きました。

午前中は鈴木理事長からのおもちゃの図書館の近況などの話があり、その後「おもちゃの図書

館でんでん虫」の元代表で、現在熊本在住の中逸さんの話を聞きました。障がい児の母親であ

り、おもちゃ図書館に入られた動機やボランティアとしてかかわって来られた様子など、とて

も興味深く感動しながら聞いておりました。午後からは徳島から来ていただいた和気さんによ

るペープサートの製作で、久しぶりの工

作や塗り絵に皆さんワクワク大賑わいで

した。最後は各館の交流会で、同じおも

ちゃ図書館が一緒にならないようにテー

ブル分けしましたので、他のメンバーと

の交流も出来て楽しく有意義な会となり

ました。久しぶりの研修会、大変刺激に

なり、又頑張ろうと思った一日でした。

（福岡県おもちゃの図書館連絡会会長 吉田淳子） 

   

                             

☆☆埼玉県おもちゃ図書館連絡会    

① 研修会 2023年 6月 16日（金） ②交流会 7月 17日（祝） 

埼玉県飯能市にある「MuKu-studio（無垢工房）」の Toy クリエイター野出正和さん、翔

太さんを講師にお招きして研修会と交流会を開きました。 

研修会は、ボランティアスタッフ関係者 26 名を対象に、遊びを豊かにするおもちゃについ

てと、プロが教えるはさみとボンドの使い方のお話、紙コップの工作と木のからくりおもちゃ

作りをしました。埼玉県連絡会では、毎年「海の日」に交流会を開催していますが、今年は

「MuKu-studio（無垢工房）」オリジナルのからくりおもちゃの展示、そしてそれを実際に手

に触れて動かして遊びました。沢山の珍

しいからくりおもちゃに来場者もスタッ

フも興味津々で楽しんでいました。また、

研修会で学んだことを生かした工作も企

画しました。今後も各館の活動に活かし

ていくことと思います。貴重な機会を頂

きありがとうございました。 

（埼玉県おもちゃ図書館連絡会会長 和賀貴子） 
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☆☆栃木県おもちゃ図書館連絡会  2023年 6月 27日（火） 

今回、三菱電機創立 100周年記念助成事業でおもちゃ図書館ボランティア地域交流会を、全

国連絡会の鈴木理事長と藤田事務局長をお呼びして開催することが出来ました。心より感謝申

し上げます。かつては、14市 15か所あった栃木県内のおもちゃ図書館は多くが閉館し、昨年

新しく開館した「壬生町おもちゃ図書館ＴＯＹＴＯＹ」と、「とちぎおもちゃ図書館たんぽぽ」

「おやまおもちゃ図書館ピノキオ」「下野市おもちゃの図書館きしゃぽっぽ」の 4か所 1８名

と下野市の子育て支援センターこばと園小林園長、南河内児童館川又館長にも参加していただ

き下野市市民活動センターで行いました。鈴木理事長の基調報告と藤田事務局長からパンフレ

ット作成についてお話しいただき、各おもちゃ図書館の自己紹介をして第 1回目の交流会を終

えることが出来て、県内のおもちゃ図書館のパンフレット作成をすることになりました。   

後日、下野市コミニティーセンターで、藤田事務局長と 4か所 7名でパンフレットの内容に

ついて話し合い、「あしかがおもちゃ図書館」と「佐野市こだわりっこおもちゃ図書館」の 2

か所も加え６か所の栃木県内のおもちゃ図書館の素

敵なパンフレットがやっと出来上がりました。11

月３日「栃木県障害者文化祭カルフルとちぎ 2023」

の県連絡会のおもちゃ図書館で各おもちゃ図書館の

皆さんにお渡しし、来場者にも最新のパンフレット

をご紹介して、行政、社協、子育て支援関係にもお

知らせし有意義に活用していきたいと思います。 

（栃木県おもちゃ図書館連絡会会長 大家薫） 

 

☆☆北海道地区研修会  2023年10月22日（日） 

おもちゃ図書館ボランティアの「北海道地区研修会」に参加させていただきました。私は今

年度より新社会人として札幌市社会福祉協議会で働き始め、おもちゃ図書館も就職して初めて

知りました。おもちゃ図書館の活動内容については、北区おもちゃ図書館さんと関わらせてい

ただく中で勉強させていただいておりますが、まだまだ知識が浅く、漠然としたイメージしか

ありませんでした。そんな中、今回の研修会では、前半で道内のおもちゃ図書館の活動紹介と

おもちゃ図書館の始まりやその存在意義の説明を受け、おもちゃ図書館という組織のそもそも

の部分を学ぶことができ、とても勉強になりました。それまでおもちゃ図書館を利用していた

方が、引っ越した先におもちゃ図書館がないことを残念に思い、自分で一からおもちゃ図書館

を始めたという地域もあり、活動をすることで、その輪を広げていくことができるのだとわか

りました。後半では、簡単に作ることができるおもちゃを作

成し、グループに分かれておもちゃ図書館ボランティア活動

の「種まき」ということで、おもちゃ図書館の魅力や自身の

想いをそれぞれでまとめ、発表しました。おもちゃ図書館に

対するボランティアの皆さんの熱い思いを間近で感じること

ができ、大変有意義なグループワークでした。 

今回の研修では、障がい児・健常児を問わず、地域の親子が

楽しめる・交流できる・安心できる居場所としておもちゃ図書

館が必要であることを学ぶことができました。このような場を

提供・維持する活動を続けていただくために、社会福祉協議会

としても、これからもおもちゃ図書館との関わりを続けていか

なければならないと強く考えさせられた、大変ためになる研修

会でした。（札幌市北区社会福祉協議会 福本大智） 

 

パンフレットはマニュライフ生命様か
らの助成で作成しました 
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≪30周年≫ 

☆☆江別市おもちゃ図書館（会員 NO.253）北海道江別市 

おもちゃ図書館開設にあたって、北海道女性団体連絡協議会が、おもちゃ図書館北欧視察の

折、行った方の報告を聞いて江別市での図書館開設を数年かけて検討し開設した事を知りまし

た。江別市の開設は昭和 63年 11月 4日、第 1・第 3金曜日に障がいのある子ども達の機能

回復のお手伝いにとスタートしています。 

 35年を経て、現在支援を必要とする子ども達に、おもちゃでの遊びの楽しさを援助しなが

ら家族がともにゆったりと過ごせる居場所づくりに努めています。多様性を持った活動の推進

と「おもちゃ、絵本」他の貸出を目的に毎週土曜日に開設し、令和 5年 11月より午後開催も

スタートしました。現在、デイサービス事業を利用するお子さん

にも多く参加していただけるようになりました。今年のレジャー

ライブラリーでは、地域食堂も含め、全国連絡会からのご支援の

「マイバッグづくり」が好評でした。クリスマス会には北海道研

修会で学んだ手作り工作、子ども達に好評の手品等を企画してい

ます。これからもつながりを大切に励んでまいります。 

（工藤多希子） 

                               
☆☆菊川おもちゃ図書館あそぼ（会員 NO.277） 静岡県菊川市 
  

菊川おもちゃ図書館あそぼは平成元年 12月に開設しました。月に一回、第一土曜日の午後の

みの開館でしたが、障がいのある子もない子も一緒だったので沢山人が集まりました。その後、

これでは障がいのある子が遠慮して安心して遊べないのではない

かと、午前中を障がいを持つ子の家族に限定して開館することに

しました。ゆっくり子どもを遊ばせながら親同士が交流したり、

子育て相談もできる貴重な場所となっています。午後はこれまで

通り一般の子どもたちにも開放し一緒に遊んでいます。これから

も楽しく活動していきたいと思います。(斉藤裕子)  

 6月の全国ネットワーク会議にて、永年（20年・30年・40年以上）活動を続けられている館へ、一般財

団法人日本おもちゃ図書館財団の山科誠代表理事より表彰状が贈呈されました。今年の贈呈先は 40 周年５

館、30周年７館、20周年１館です。永年の活動に心より敬意を表します。今年度は表彰館が多いためトイ

ポスト 149号に続き 2回にわけてご紹介いたします。（40年表彰は今年度より実施） 

 

                    【永年活動表彰状贈呈おもちゃ図書館】 
≪40周年≫ 
 北海道 釧路市おもちゃライブラリー      埼玉県 浦和トイライブラリーおもちゃ箱 
 東京都 おもちゃ図書館 あそびむし       千葉県 むつみおもちゃ図書館 
 京都府 山科タンタンおもちゃライブラリー 
≪30周年≫   
 北海道 江別市おもちゃ図書館           茨城県 土浦市おもちゃライブラリー 
 埼玉県 めだかおもちゃ図書館           埼玉県 戸田市おもちゃ図書館グループびっくりばこ  
 山梨県 南部町おもちゃ図書館      静岡県 菊川おもちゃ図書館あそぼ   
 神奈川県 障害者地域活動ホームいずみ会館おもちゃ図書館         
≪20周年≫ 
 愛知県 岡崎市おもちゃ図書館きらら 
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☆☆障害者地域活動ホームいずみ会館おもちゃ図書館（会員 NO.303） 
神奈川県横浜市 

いずみ会館おもちゃ図書館は、１９９１年障害者地域活動ホームいずみ会館の生活支援事業

として開館しました。障害のある子もない子もみんなが遊べるふれあいの場で、月 5回の開館

でおもちゃの貸し出しもしています。他の子とうまく係わりが持てなかったり、おもちゃでう

まく遊べない子どもたちが気に入ったおもちゃを探し、遊び始めると楽しい親子の会話が広が

りゆったりとした時間が流れます。その様子を見るボランティア

スタッフも笑顔になります。おもちゃは子供たちの成長を促し、

たくさんの人との関わりをうんでくれます。 

 今までたくさんの方々に支えられ活動が続けられたことに感謝

します。そして、これからも人や地域ともつながり、共に育ちあ

う「おもちゃ図書館」を続けていこうと思います。 

（実方佳代子）        

 
☆☆南部町おもちゃ図書館（会員 NO.329）山梨県南部町 

おもちゃ図書館が開設されたのは平成３年アルファーセンター（南部町社会福祉協議会内）

の新館に伴い部屋が設けられ、当時県下初の開設といわれ県内外から注目されました。私達は

アルファーセンターのアシスタントとして、子どものお相手や年２回のイベント（雛祭、七夕

祭）を開催するに当たり、参加者の心に残る様、毎週水曜日は、企画プレゼント作りに余念な

く楽しく作業しています。この３０余年、会員で色々制作して

来ましたが中でも心に残った大型紙芝居（にんじんいろのはた）

は忘れられません。うさぎの親子と一匹の老人うさぎの交流の

話です。現在も利用者との三世代交流の場として読み聞かせを

しております。（宮澤千恵子） 

 
 
≪20周年≫ 
 
☆☆岡崎市おもちゃ図書館きらら（会員 NO.652）愛知県岡崎市  

岡崎市おもちゃ図書館きららは、2000年(平成 12年)4月より『ボランティアサークルき

らら』としてスタートしました。障がいのあるお子さんの長期休暇を楽しく過ごしていただく

ために、ボランティアを募りながら月に 1回の開催と、サマースクールやクリスマス会などを

企画してきました。当初はおもちゃもなく、当時の愛知県おもちゃ図書館連絡協議会代表だっ

た故浦野さんや、名古屋市南区おもちゃ図書館ピッコロさんからたくさんのおもちゃをお借り

して、それを車に積み込んで各会場に向かっていました。今となっては懐かしい思い出ですが、

その頃に協力していただいた仲間とはずっと活動を共にしています。2009年 7月から『NPO

法人きらら』を設立して、児童発達支援事業を市内 3ヶ所で６事業所を展開しています。 

現在もおもちゃ図書館事業は月に１回の活動を続け、地

域の発達の気になる親子が気軽に集える遊びと相談の場と

なっています。一年に 3～4回『きらら料理教室』を開催

し、おもちゃ図書館を卒業した子どもたちにも参加しても

らって交流を続けています。 

来年は、法人設立１５周年を迎えます。おもちゃ図書館

に集う仲間たちと楽しい企画を考えて、地域の子育てサポ

ートの場として今後も活動を続けていきたいと思っていま

す。（鈴木順子） 
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<寄贈を受けたおもちゃ図書館からのお礼状より> 

 

                                                 

  

         
 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例年、東京おもちゃショー出展の際におもちゃメーカーの皆さまより、サンプル品や展示品

などのおもちゃを寄贈していただいております。今年は、4年ぶりに土日の一般公開日も開催

されました。企業の皆さまに「おもちゃ寄贈のお願い」をしたところ、たくさんのおもちゃが

事務局に届きました。ご協力くださった企業の皆さまには心より感謝申し上げます。いただい

たおもちゃは 20年、30年、40年の永年活動表彰館と、事前の応募により 107館へ送付いたし

ました。 

☆おもちゃメーカー様より 

      【おもちゃを寄贈していただいた企業】(敬称略 順不同) 

㈱アガツマ 石川玩具㈱ イワヤ㈱ ㈱エンスカイ ㈱学研ステイフル ㈱カワダ 

㈱ジョイパレット ㈱タカラトミーアーツ ㈱パイロットコーポレーション  

ハズブロジャパン合同会社  ㈱メガハウス プラントイジャパン㈱ （株）トイコー 

ブリオジャパン㈱ マテル・インターナショナル㈱ ㈱ラングスジャパン 

 

 

 

 

 

おもちゃ名：ガブッチョフィッシング 
 
子どもたちの好きなタイミングで釣るのではなく、魚が口を開

けた瞬間にアタックしないといけないので、集中して遊べるのが
良い。資金力のない小さなボランティア団体なので、企業様から
の援助は大変ありがたく、感謝しています。ありがとうございま
した。（おもちゃの館ピーターパン） 

おもちゃ名：らいおんくんのミュージカル・ウォーカー 
 
 歩き始めのお子さんはもちろん、つかまり立ちやお座り時期の
お子さんにも人気があります。光ったり音が出たり、鏡で自分の
顔が見えたりと、触ってみたい工夫がたくさんあります。らいお
んウォーカーのご寄贈、ありがとうございました。 

（きたく部おもちゃ図書館） 

☆マイバッグ 

この度はバッグとペンのご寄贈を頂き有難うございま
した。7月の夏休み、以前おもちゃライブラリーに来て
いた子どもたちがマイバッグにお絵描きしたり、おもち
ゃで遊んで手品なども楽しんでくれて、楽しい 1日を過
ごしていただけました。帰るときには大事そうにバッグ
を持って帰っていました。（牧野おもちゃライブラリー） 

 

（株）make様からのマイバッグ資材のご提供も今年で 6回
目となりました。「恒例」イベントとして定着しているおも
ちゃ図書館も多く、またコロナが落ち着きイベントも復活し
たのか、今年初めて応募していただいた館も増え、全国 62

館へバッグ 3000枚と布用ペン 200セットを寄贈していた
だきました。毎年ありがとうございます。 
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 おもちゃの図書館全国連絡会では、各地のおもちゃ図書館や社会福祉協議会などが開催する

研修会や講座へ、「おもちゃ図書館とは」「おもちゃ図書館の運営」「おもちゃ図書館のボラ

ンティアの役割り」「おもちゃ図書館の活性化」「おもちゃ図書館と地域福祉」等々、趣旨に

合わせた内容で講師を派遣しています。今年度はこれまでに３か所の講座に参加しました。直

接皆さまと顔を合わせて、おもちゃ図書館についてお話する機会をいただき、ありがとうござ

いました。おもちゃ図書館単位や地域での研修など、ぜひお声かけください。 

 

  

 

 

 

 

 

   すみだおもちゃサロンにて 

７月２６日（水）、千代田区神田にあるマテル・インターナショナル(株)様にお伺いしま

した。マテル・インターナショナル様には、長年にわたり、東京おもちゃショー開催時にた

くさんのおもちゃを寄贈していただいてきました。また今年の 5月には「子どもの日」に合

わせてのおもちゃの寄贈がありました。バービー人形やホットウィール、ウノ、子どもたち

に人気の恐竜のフィギュアなど多種多様なおもちゃをいただいています。鈴木理事長から感

謝の気持ちをお伝えし、マークパンサール代表取締役社長に感謝状をお渡しました。その後、

おもちゃショーでお世話になっている担当の遠藤様にも入っていただき記念撮影を行いま

した。本当にありがとうございました。 

 

８月４日（金）、千葉県松戸市にあるイワヤ（株）様の本社にお伺いしました。同社は、

東京おもちゃショーの時や棚卸時などに、動く動物おもちゃなどをたくさんおもちゃ図書館

に寄贈していただいてきました。東山社長に鈴木理事長から感謝状をお渡しし、いつもお世

話になっている営業の横井さんと一緒に写真を取り、お話を伺いました。 

同社は創業から今年で 100 年を迎えたそうですが、創業の年に関東大震災に見舞われ、

第二次世界大戦など困難な出来事のなか歴史を刻んできたそうです。そうした歴史の中で、

かわいい動物の動くおもちゃが発展してきたことを知り、改めておもちゃ図書館の子どもた

ちに喜ばれていることをお伝えし、感謝を伝えました。ありがとうございました。 

 

（写真左） 

マテル・インターナショナル（株）  

遠藤様・マークパンサール代表取締役社

長・鈴木理事長 

（写真右）イワヤ（株） 

鈴木理事長・東山誠社長・横井様 

 

【講師派遣先】 

9月 13日（水） 

墨田区社会福祉協議会「すみだおもちゃサロン」 

9月 30日（土） 

津山市社会福祉協議会「つやまおもちゃ図書館」 

10月 14日（土） 

田村市社会福祉協議会「ふくしの学び」講座 

 



 ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                

 

 

 

新入会員のご紹介 

≪NO.807≫みんなのおもちゃ図書館（長野県箕輪町）  

≪NO.808≫おもちゃ図書館あまかし（奈良県生駒市）  

 

 

各種ご支援をいただきました。（順不同・敬称略） 

☆賛助会費  

佐藤悦子 岩根智枝 安達健司 齋藤勝子 清水洽子 

おもちゃ図書館カフェの会 井上ミヤコ 成田道子 

☆寄付  

寺西海運株式会社 

☆物品寄付  

 マテル・インターナショナル（株） （株）ビスモーゲン  

（株）メガハウス （一社）日本玩具協会  
 
 
  
 
☆「障害者の生涯学習支援活動」に係る 

文部科学大臣表彰 
埼玉県おもちゃ図書館連絡会  
 

 
 

 

  

  

 

                                      ＜編集後記＞  
 全国連絡会事務局では 40周年記念誌が完成間近です。長いようで短いとはよく言いますが、今号巻頭の津

田様、そして永年表彰の館からのコメントもとても味わい深いものとなっています。どなたも、おそらくは

数多くあったであろう悩みや苦労や喜びに思いを馳せながら読んでくださったのではないでしょうか。他館

の情報は、明日からの新しい一歩や挑戦、あるいは今日と変わらない穏やかな継続の力にもなることでしょ

う。全国に仲間がいることをぜひ活用してください。（岸）（編集委員：安達・岸・篠原・園山・藤井） 
          

                      

 

 

≪ご支援のお願い≫ 

当連絡会は、子どもたちの様々な

ニーズに応え、地域福祉の要となる

各地域の「おもちゃ図書館」を応援し

ています。ぜひ皆さまからのご支援、ご

協力をお願い申し上げます。 

   【賛助会費・寄付の口座】 

三井住友銀行 町屋支店  

口座番号 普通７０１３９３０ 

（口座名）  

特定非営利活動法人 

  おもちゃの図書館全国連絡会 

 

 
☆おもちゃ図書館オンライン情報交換会  

 

 日程 2024年 1月～3月     

① 社協等ご担当職員対象交流会 

    ② どなたでも交流会 

 内容 ①②とも 基調報告 20分   

自己紹介と情報交換・交流 40分程度 

インフォメーション 

☆事務局・年末年始休暇のお知らせ

☆ 

  【おもちゃ図書館に関するご相談について】 
おもちゃ図書館に関するご相談、お問い合わせ等は事務局にて随

時承っております。 おもちゃ図書館に遊びに行きたい、ボランティアを

してみたい、助成金、新規立ち上げ、研修・・などなんでもどうぞ！        

           火～金 10：00～16：30  

TEL:０３-６８０７-８８１３

E-mail:renrakukai@toylib-jpn.org 

 

12月27日（水）～1月４日（木） 

 
 お急ぎのご用件のある方は 

  メールにてご連絡ください。  

※詳細は決定次第 

HPにアップいたします。 

＊公式 LINE開設しました！ 
写真や動画の送付 
に便利です。 
ご登録お待ちして 
  おります。  

 

＊皆さまのお声を 

 お寄せください 
  トイポスト他   

   アンケート  

 


